


















研究目的

　医学は感染症への対応から,遺伝性,体質性,先天性と呼ばれる異常や疾患へ

の対応が求められる重大な転換期に入った。そして,個人的にも,社会的にみて

もこれら遺伝学的にその原因を考慮しなければならぬ異常や疾患の発生予防が

強くさけばれるようになった。その対応において,最も即時的な効果をあげ,国

民の要望にこたえられるのは遺伝相談であり,今や遺伝相談こそ予防医学であ

るとして,公衆衛生の最も重大な一翼を荷うものとして欧米諸国では広く認識

されるようになった。


